
4． Semmes Weinstein monofilament test（SWT）  推奨グレート A 
 
Semmes Weinstein monofilament test（SWT）は⾺⽑を⽤いた触圧覚検査として開発された
が，のちにナイロンフィラメントを使⽤するように改良された1). 径の異なるナイロンフィ
ラメントを⽤いて⽪膚上に触刺激を与え，その応答によって静的触覚と防御知覚を評価す
る．代表的な測定器具はThe Semmes Weinstein monofilament test kit （5本セットもしく
は20本セット）であり，結果は緑，⻘，紫，⾚でマッピングされる．評価が可能な年齢は4
歳以上という報告がある2)．SWTは正中神経および尺⾻神経損傷患者における信頼性，妥当
性，反応性が⾼いことが報告されている3)．ICFの機能障害項⽬に該当する評価⽅法である
というコンセンサスが得られている4)．⼿根管症候群患者においては，電気⽣理学的検査と
の相関，診断の有⽤性5)，⼿術効果のアウトカム6)として⽤いられている．結果の精度を⾼め
るためにはフィラメントを適正な速度や⾓度で接触させることが必要である7)． 
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